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理 事 京都大学事務局長 横 田 実
監 事 〝 庶務部長 住 友 舷







飯 島 茂 京都大学東南アジア研究センタ
ー早手
水 野 浩 一 京都大学東南アジア研究センタ
ー研究員
矢 野 暢 京都大学大学院法学研究科博士
課程





調 査 期 間
飯 島 茂 1カ年 (39年4月 1日～40年3
月31日)
水 野 浩 一 1カ年 (39年5月11日～40年5
月10日)





本 間 武 京都大学農学部助教授









棚 瀬 嚢 爾 京都大学文学部助教授
吉 田 光 邦 京都大学人文科学研究所助教授
口 羽 益 生 龍谷大学文学部講師
坪 内 艮 博 京都大学大学院文学研究科博士
課程






(6) 世 界 観
(7) マラヤにおけるマライ人社会の位置
調 査 期 間
棚 瀬 襲 爾 4カ月 (39年6月 1日～9月30
日)
吉 田光 邦 1カ月 (39年 6月 1日～6月30
日)
口 羽 益 生 6カ月 (39年7月5日～40年 1
月10日)





猪 木 正 道 京都大学法学部教授
･福島徳寿郎 〝 〝
香 西 茂 〝 助教授
清 永 敬 次 〝 〝
園 部 逸 夫 〝 〝











相 良 惟 - 京都大学教育学部教授




調 査 期 間
約4カ月 (39年 6月 1日～9月末日)
2)Satipatthana(念処)による人格形成の研究
調査参加者
佐 藤 幸 治 京都大学教育学部教授
調 査 項 目
Satipatthanaの禅法




西 田 龍 雄 京都大学文学部助教授




調 査 項 目





調 査 期 間





中 村 孝 志 天理大学教授
船 越 昭 生 京都大学人文科学研究所助手
調 査 項 目
(1) マレーシア諸都市における華僑社会の実
体
(2) 台湾 ･香港 ･マカオにおける関係文献の
事情
(3) 南ベ トナム ･タイ ･インドネシアにおけ
る華僑とマレーシアのそれとの比較




鎌 倉 昇 京都大学経済学部助教授
調 査 項 目
東南アジア経済における近代化要因




藤 吉 慈 海 京都大学人文科学研究所助手
調 査 項 目
(1) タイ ･ビルマ ･カンポジャにおけるテ-
ラバーダ仏教の教団とその背景との閑係
(2) これらの国の近代化と仏教との関係






西 占 責 京都大学医学部教授
岡田誠太郎 〝 助教授









寺 松 孝 京都大学結核研究所助教授
前 川 暢 夫 〝
調 査 項 目
臨床医の立場から見たタイ国結核対策の実情






久 馬 - 剛 〝 助手
古 川 久 雄 京都大学大学院農学研究科修士
課程
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調 査 項 目
(1) タイ ･カンポジャ･マラヤ におけ る土
地 ･水資源の現況
(2) 水利開発および漕排水にかんする問題点














滝 本 清 京都大学工学部教授
吉住永三郎 〝 〝
鈴 鹿 恒 茂 〝 助教授
谷口敬一郎 〝 〝
港 種 雄 〝 講師
調 査 項 目
(1) チェンマイ周辺の地質構造
(2) 同じく鉱産物






調 査 項 目
(1) タイ ･マレーシア ･シンガポールにおけ
る錫鉱床
(2) 同じく製錬の現況




1･ 福 井 捷 朗 京都大学大学院農学研究科博士課程
(植物栄養学専攻)
留 学 先 タイ国カセツアー ト大学
留学目的
留学期間
































留学期間 1カ年(39年 6月20日～40年 6月19日)
5･ 酒 井 敏 明 京都大学大学院文学研究科博士課程
(人文地理学専攻)
留 学 先 米国エール大学
留学目的 (1) 東南アジアの地理学的研究の基礎
訓練
(2) 資料の収集
留学期間 1カ年 (39年8月～40年7月)
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